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倒産したら、あるいはリストラされたら漫画を描こうと思っていましたが、そのようなこともなく60才で定年退職しました。
その後は再雇用、父の入院、葬儀、自分の退職・引っ越し、墓掃除(往復6時間)、伯母が残した古布団数十枚の整理、母の
介助、葬儀(97才)等があり、墓じまいも終えました。せっかく授かった余生なので漫画を描くことにしました。

自己紹介

応募のきっかけ
もともと邪馬台国とその周辺国に関心がありました。淡路島もその一つでした。用紙がA4判なので、家庭用プリンターで枠
線が引けて文字も入力できるのではと思いました。初めて漫画を描くので、なるべく負担を少なくする必要がありました。
そうしないと完成も覚束ないからです。実際に描きはじめてみると、用紙が小さいと描きにくいことがわかりました。

作品の解説
税金には年収の壁がありますが、この漫画には時代考証の壁も、外国語の壁もありません。奈良時代の日本人が、なぜ著作権
法を知っているのか？なぜギリシャの神様と会話できるのか？何も説明しません。タイムスリップはしません。自動翻訳アプリ
も登場しません。余計な説明は一切不要です。説明責任を果たさず、都合のいいことを描くのがこの漫画の特徴です。

思い・受賞コメント
描きはじめて間もなく喘息になりました。10年ぶりくらいです。軽症でしたが、今年は無理をせず来年に応募しようかとも
思いました。しかし、来年なら健康であるという保証はないので、今年の応募を目指しました。締め切りの3日前には喘息も
治り、無事に応募することができました。さらに賞まで頂いたことは望外の喜びです。

●作者について

●作品について

中村先生

里中先生

とても面白い設定で個性的。シナリオに詰め込まれた
知識量は大きいのにこのページ数にまとめたのは
すごい。独創的な魅力がある作品。絵、タッチ、
構図、画面の工夫があればもっと良かった。

吉村先生

多彩な情報に加え独特な
ギャグセンスにあふれていて、
クセになる味わいがありました。

審査員コメント

ヤスマロの
古事記法廷

作品タイトル

霞 儚明
作　者

漫画
形　式

古典と現代を融合させた新機軸のスタイルに脱帽
です！時事や法律を絡めた高度なギャグのキレが
凄まじく、知的な笑いに一気に引き込まれました。

文句なしの満点、天晴れです。
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